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DXの実現に向けた
ビジネスローンチ判断Frameworkの提案

坂口 聡

Framework作成のプロセス

提案Framework

DXにおける企業課題 手法・ツールの適用による解決

日本はIoTに関する国際競争力が高いとは言えな
い状況。特に過去成功してきた企業においてはあ
らゆるしがらみがあってできない。アイディアや開
発力、モチベーションはあるがPoCで終わってしま
う。スマートエスイーで、デジタルイノベーション
デザイン手法を中心に学んだが、アイディアを世
の中に問ていくような迅速な判断が必要。

要件定義

Frameworkの適用評価

アイディアが思いつい
た段階で深めていくメリ
ットがあるか？何が不
足しているか、を誰でも
がクイックに判断するよ
うな既存のツールを補
強するツールを提案

今後の取り組みについて

現状分析と体系化

マジックトライアングルの項⽬に企業内でのボトムアップ事例への
対応事項がないと考え独⾃の軸として“実⾏意志”追加した。

有効性、適応可能性を評価する。学生を対象に企業概要、ビジ
ネスアイディア2種をインプット。2Grに分けて片方にFramework
概要をインプット。企業で準備した正答に対する一致度を評価。

Gr1のアイディアAへの正答率が67％と目標を達成した。アイデ
ィアBに関しては目標を達成には到達しなかった。適用可能性
はGr1の正答率が2に対し向上していることが確認できた。

評価結果から、一定の評価は得たものの評価者へのインプット情報の整理やフレームワーク内の言葉の曖昧さを改善する
必要があることが分かった。本Frameworkを実現場で活用しさらにブラッシュアップを進めたい。


